
参考資料１ 生活道路の対策の現状と課題

資料：生活道路対策について～生活道路の交通安全の確保に向けた取組～ 国土交通省 道路局 環境安全・防災課 道路交通安全対策室

○全国の歩行中・自転車乗車中の死者数は自宅から500m以内が約51％、人口10万人あたりの死傷事故件数は高校生以下が約46％
○生活道路対策エリアの登録※とともに、地方自治体が主体的に取組を実施（国等による情報提供、支援）
※：群馬県では３箇所が登録（前橋市文京2丁目地区、高崎市上中居地区、高崎市浜尻地区 平成30年5月時点）
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